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大保ダムは沖縄北西部河川総合開発事業の一環として、洪水調整、流水の正常
な機能の維持、水道用水の供給を目的に大保川の上流約2.9ｋｍの地点に建設
されました。県内では福地ダムについて2番目に大きく、３つの異なるタイプの
ダム構造物が貯水池に面して建設されている全国的にも例を見ないダムとなっ
ています。
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令和4年度

日平圴
取水量
449.3千㎥

国管理ダム
364.8千㎥
81.2％

ダム合計
404.5千㎥
90.0％

地下水14.9千㎥ 3.3% 海淡水（本島）10.3千㎥ 2.3%

離島2.9千㎥ 0.6%

局管理ダム15.7千㎥
3.5%

倉敷ダム
24.0千㎥
5.3%

河川水16.6千㎥
3.7%

参考資料:沖縄県企業局概要2023





参考資料：東京都水道局令和３年度
　　　　　一般家庭水使用目的別実態調査

洗濯
16％

せん  たく

炊事
15％

トイレ
20％

風呂
43％

すい　じ

洗面・その他 6％

　家庭でもいろいろなことに水を使っています。特にたくさんの水を使うのは、
風呂・シャワーです。２番目はトイレ、３番目は洗濯となっており、この３つ
で全体のほぼ８割の水を使っています。
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